
いたばし認地笑かるたは、板橋が「認知症があってもなくてもお互いを認め
合い地域で暮らすみんなが笑顔に」なるまちになることを願って作られました。
このかるたには、認知症について多くの人に知ってほしいという、作成に関
わった皆の気持ちが詰まっています。
勝ち負けにこだわらず、子どもから大人まで、みんなで一緒に遊びながら、
楽しく正しく認知症について学びましょう。
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本かるたの著作権は原則として板橋区に帰属します

認知症サポーターが集まり、認知症になってもあんしんして
暮らせる地域づくりを目指して、何ができるか考えながら活
動しています。

板橋区内の小・中学校の中で、学校行事として「認知症サ
ポーター養成講座」を一番最初に実施した学校です。今回、
同校の有志の生徒さんにイラストを描いてもらいました。

認知症サポーターのひろば（読み句と解説の編集）
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①絵札を平面に広げ、取る人に見やすくする
②読み手が読札を読む
③できるだけ早く、読札に合った絵札を取る
④読み手が解説を読む
⑤すべての読札、絵札がなくなるまで繰り返す
⑥より多くの絵札を取った人が勝ち

● 解説を聞いて、その内容について皆で話し合う
● 関心のある札について、より具体的な内容を調べる

◎オレンジリング
◎高齢者あんしん協力店ステッカー

周りの人に持っているか聞いてみよう！
※認知症サポーターの証には、オレンジリングもあります。

買い物や遊びに行くときに、目印の
「高齢者あんしん協力店ステッカー」を探してみよう！

もっと学びを
深めるために
やってみよう！

いたばし認地笑かるたの遊び方

いつも行くあのお店も
認知症サポーターのいる
高齢者あんしん協力店
だったんだね。

「ま」の札の
高齢者あんしん協力店
って、家の近くにもある

のかな？

「さ」の札の
認知症

サポーターカード
ってどういうもの
なんだろう？

認知症
サポーターカードは、
認知症サポーターの

証なの。

自治体によって
デザインが違っていて
調べてみると
面白いね。

◎板橋区の認知症サポーターカード

板橋区
ホームページに
高齢者あんしん
協力店の一覧が
のっていたよ。
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